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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
①類型・選択科目の内容を生徒に十分説明し、生徒のニーズ
を達成する類型・科目選択ができるようにする。

A A A

②チャレンジタイムのそれぞれの目標を示して、生徒一人一
人が積極的に活動できるように、内容を工夫する。

A A A

③研究授業・授業研究・授業アンケートを計画的・効果的に
実施する。

A A A

④生徒の興味関心を念頭におきながら、ペア学習やグループ
学習を取り入れ、主体的に深い学びになるように工夫する。

C A B

⑤教科内で「基本科目」の内容や授業形態について十分検討
し、統一歩調で指導する。

A A A

⑥到達目標を明確にし、授業と補習に繋がりを持たせ、学習
の習慣化を図る。

B B B

⑦個々のレベルに応じて目標を設定し、上位級の検定に挑戦
することができる。

B A B

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

⑧学校全体で生徒の情報が共有できる体制を整え、モラル向
上の行事を計画的に実施する。

B B B

⑨服装頭髪指導の年間計画を立てて、分掌や学年と連携協力
して実施する。

B A A

⑩いじめに関するアンケートを年間5回、それに伴うフォ
ローアップを年間5回実施する。

B B B

⑪いじめ早期発見に向け、生徒観察、校内巡視等を行う。ま
た、生徒が悩み等相談しやすい風通しの良い環境づくりに努
める。 B A B

⑫遅刻早退届証を活用し、保護者の協力を得ながら、段階的
指導を行う。

B B

⑬交通安全教室、ＨＲ等でルールを遵守させ、登下校指導を
定期的に行う。

B A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

⑭計画に沿って実行し、事後の反省点を拾い上げ、改善す
る。

A A A

⑮保護者との関係を密にし、三者面談等を個々の進路に関す
る情報を提供する。

A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

⑯適性検査や体験学習、面談等で自己理解を深める。

C A B

⑰個々の目標とそれに応じた具体的な対策を示し、自ら学ぶ
意欲を高める。

C A B

⑱入社試験や入学試験に合格するために面接練習や模試を計
画的に設定する。

B B

⑲多くの保護者が参加できるような内容に設定し、情報を発
信して参加を促す。

C B C

⑳日本語指導支援小委員会を立ち上げ、他分掌やＡＬＴと連
携を図りながら情報を発信していく。

A A A

㉑チャレンジタイムや学校行事等の情報を発信し、教育活動
を広く理解してもらえるように努める。

A A

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

㉒ＩＣＴを積極的に活用し、学力・学習意欲面で多様な生徒
に応じた授業展開を行う。

A B B

○生徒と保護者の意識の違いは何か検討すべきである。ICTの活
用はここ数年で飛躍的に向上しているのでリテラシー教育も充実
させながら推進してほしい。
○続けることで保護者の満足度も上がると思う。

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

㉓校務分掌・学年等が実施する諸調査等を外部の安否確認シ
ステムやグーグル・フォームを活用し、適切にフィードバッ
クする。 A A A

○保護者の満足度が高いのは素晴らしい。ICTの活用で業務のさ
らなる効率化が図れるよい。
○保護者へ直接通知やアンケートが届くのはとてもよい。今の時
代に合っていると思う。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

①特色を生かした類型・科目選択ができることに生徒の９２．７％が満足してい
る。今後も、生徒の実態を把握し、選択科目の見直しを行い、改善を図る。
②チャレンジタイムⅠ・Ⅱ・Ⅲの内容に生徒の９８．２％が満足している。地域
や家庭への周知等を行い、「資格取得のための学習」「就業体験・ボランティア
活動」「社会に出ての必要な力の育成」の特色ある活動の充実を図り、継続して
いく。

⑲１学期は、公開授業、学級懇談会。２学期は、公開授業、修学旅行説明会に参
加している保護者が、のべ３５．２％である。昨年度より低い。各行事の内容・
実施時期・実施方法等を見直しを検討する。また、保護者への情報発信を的確に
行い、開かれた学校づくりを構築していく。
⑳多文化共生・共創を目標とし、生徒の実態に応じた個別最適な支援ができるよ
うに日本語指導支援員やALTだけでなく係職員も含め、計画的に情報発信を行っ
ていく。また、保護者宛通知において、通常文書だけでなく、やさしい日本語の
文書をオクレンジャーにて送信していく。
㉑各行事終了後に、Wｅｂページの更新を行った。また、年２回かわら版を作成
し、Webページに掲載やオクレンジャーを活用し保護者へ情報発信を行った。ま
た、広報いたくらにQRコードを掲載し、地域への情報発信も行った。

○HPでの情報発信は学校関係者だけでなく、地域に向けても工
夫されている。多様なルーツを持つ家庭に配慮されていて、情報
発信の工夫がうかがえる。
○保護者参加型の行事にしていくことで参加率を増やしていくと
よい。
○保護者の出席率が昨年度に比べてかなり下がっている。外国に
ルーツを持つ保護者にも興味を持って参加してもらえるような工
夫も必要かと思います。

学校関係者評価

○チャレンジタイムは特色ある活動として定着している。生徒の意欲を
向上させていると感じているので、更に充実させて、魅力をアップして
ほしい。今後はHPだけでなくメディアやSNS等をうまく使い、学校内
外に周知することで、生徒自身が創意工夫しながら意欲的に取り組める
とよい。
○特色ある教育課程の良さを更に発展させてほしい。
○昨年より高い数値は先生方の努力の結果だと思います。就業体験やボ
ランティア活動等で社会に出ての必要な力の育成は就職する生徒には必
須なことと思います。地域との交流も取り入れてほしい。

③生徒の９０．９％が「授業が分かりやすい」と答えている。また、保護者の８
８．６％が「子供は授業が分かりやすいと考えている」と答えている。今後も授
業改善校内研修を実施し、個別最適な学びを行っていく。
④生徒の6０％が「もう少し自分で勉強したい気持ちになった」と答えている。
今後、生徒の現状を把握し、生徒が主体的・対話的で深い学びとなるように、協
働作業など取り入れ、授業改善をより一層推進していく。

○落ち着いた態度で授業に取り組む姿から「学び」に対する意識の向上
がうかがえる。個に応じた適切な指導を充実させてほしい。
○分かる、伸びる、取り組める授業の在り方を追求して学力向上に努め
てほしい。生徒が互いに学び合う時間を保障して主体的に学習できると
よい。
○昨年度の重点課題（CCB）にもかかわらず、方策が全く同じであ
る。原因を追及し、より具体的な方策を立案する必要がある。
○生徒・保護者ともに授業が分かりやすいと答えているのは素晴らしい
と思う。自分から勉強するきっかけにもなる。

○基礎学力の向上は大きな課題だと思うが、教職員がチームと
なって授業改善を推進し進学率も向上していくことを期待する。
○将来の自分像を思い描いたり能力の自己分析を行ったりして進
路に希望を持てる機会を作ってほしい。
○生徒が基礎・基本の知識が付いたと感じているのが数値９４．
５％と昨年より高くなっている。基礎・基本の知識が付くことに
よって、その後の学習への意欲へ繋がっていくと思う。
○資格取得や進路という目標があると学習意欲の向上に繋がる。

⑤生徒の９４．５％が、「基礎科目」によって基礎・基本の知識が付いたと感じ
ている。生徒同士の学び合いなどの活動する場面をより多く取り入れ、基礎学力
の定着を図っていく。
⑥生徒の８１．８％が進路目標に応じた学力を身に付けたと自己評価している。
的確な進路目標の設定と指導の点検・改善を行い、日々の学習の重要性を強く指
導していく。
⑦生徒は８９．１％、保護者は７４．３％が、資格取得に向けた指導に満足して
いる。今後も生徒の学習意欲の向上を促進し、進路選択に向けた資格取得のため
の学習体制を整えていく。

⑧規律が保たれ、学校が安全だと感じる生徒が６５．５％であった。精神的な安
定を図り、生徒の個性や特性に配慮し、安心安全な学校環境に整えていく。
⑨生徒の8０％、保護者の９０％が、基本的生活習慣を身に付け、服装頭髪など
みだしなみがしっかりしていると答えている。引き続き、学校全体で統一した服
装頭髪指導を実施していく。また、校則の見直しにおいて、生徒会と連携し改善
を図っていく。

⑩生徒８１．８％が「学校は、いじめの防止や早期発見に向けた取組を積極的に行って
いる」と認識している。いじめアンケートの実施やアンケート結果のフィードバックの
充実を図り、日々の生徒観察を行い、教職員もアンテナを高くして、組織的対応を心掛
けていく。
⑪生徒の８３．６％が良好な人間関係づくりに積極的に行っていると答えている。いじ
め防止対策委員会の実施や生徒情報を把握し、スクールカウンセラーや保護者等との連
携を図り、今後も積極的にいじめの認知・解消に取り組んでいく。

⑫欠席率が７．0％、遅刻率が３．０％という結果となり、昨年度より欠席率、
遅刻率ともに増加した。原因について精査し、保護者との連携を図り、全職員共
通理解のもと、次年度に向けて、支援体制を構築する。
⑬生徒の９２．７％が交通マナーやルールを遵守して、自分の身は自分で守ると
いう意識を常に持っている。特に自転車のヘルメット着用や交通ルールを遵守す
ることの重要性を指導し、交通事故防止に努めていく。

○校舎内外がとてもよく清掃されており学習環境が整っていると
感じる。生徒も落ち着いて授業に取り組んでいる様子なので
65．5％という数値は何が原因なのか検討すべきである。
○全校生徒が安全安心に学べる学校を作ってほしい。
○いじめ問題に繋がらないためにも基本的生活習慣を身に付ける
ことが大事だと思います。

○いじめ対策に対する数値が昨年より増加しているのはよいこ
と。目に見える形で学校の取り組みを生徒にアピールし更に数値
が向上するとよい。
○いじめ防止には前向きに取組むことを続けてほしい。
○いじめ防止に関する年間５回のアンケートは細かな観察ととも
に早期のいじめ発見に向けて、必要な事と思います。
○いじめはないものと決めつけず、あるものと思ってほしい。

特色ある教育活動を行って
いますか。

㉑学校のＷｅｂページを月２回以上更新する。

⑩「学校は、いじめ防止や早期発見に向けた取組
を積極的に行っている」と認識している生徒が８
０％以上である。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

㉒教科等の指導場面において、ＩＣＴを活用し個
別最適な学びや協働的な学びの授業に、生徒の８
０％以上が満足している。

②チャレンジタイムⅠ・Ⅱ・Ⅲの内容に、生徒の
８5％以上が満足している。

⑤「基礎科目」において、基礎・基本の知識が身
に付いたと感じている生徒が８５％以上である。

④授業後に、「自分でもう少し勉強したい気持ち
になった」と生徒の６０％以上が答えている。

⑲公開授業、学級懇談会等に積極的に参加してい
る保護者が、のべ6０％以上である。

⑦資格取得に向けた指導に、生徒の80％以上が満
足している。

⑧規律が保たれ、学校が安全だと感じる生徒が８
０％以上である。

⑫欠席率が５％以下及び遅刻率が３％以下であ
る。

⑯自分の適性を理解している生徒が、６０％以上
である。

⑬交通マナーやルールを遵守して、自分の命を守
るという意識を常に持っている生徒が８０％以上
である。

⑮生徒の将来の志望について理解している保護者
が８５％以上である。

⑰進路実現に向けて、積極的に取り組んでいる生
徒が７０％以上である。

⑱第１希望の進路を実現できた生徒が９０％以上
である。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

③「授業が分かりやすい」と、生徒の８５％以上
が答えている。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
①類型・コース制の特色を生かした教育課程に、
生徒の８5％以上が満足している。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

3

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

⑳多様なルーツを持つ各家庭に配慮し、オクレン
ジャーで正しく翻訳される、易しい日本語を用い
た通知に満足している保護者が９０％以上であ
る。

㉓ＩＣＴを活用した通知やアンケートに生徒・保
護者の８０％以上が満足している。

⑥進路目標に応じた学力を身に付けたと自己評価
している生徒が80％以上である。

⑨基本的生活習慣を身に付け、服装頭髪など身だ
しなみがしっかりしている生徒が８０％以上であ
る。

⑪良好な人間関係づくりに積極的に行っている生
徒は７０％以上である。

⑭「ドリカムプラン」に満足している生徒が８
０％以上である。

㉒生徒の８９．１％は ICTを活用し個別最適な学びや協働的な学びの授業に満足
しているが、保護者は６０％であった。生徒は生成AI（Gemini）活用した翻訳や
Chrome bookでプレゼンテーション作成など、ICTを積極的に活用している。

㉓生徒の８３．６％、保護者の９５．７％は ICTを活用した通知やアンケートに
満足している。授業に関する連絡や課題の配信、保護者宛通知やアンケートを
グーグルフォームやオクレンジャーを活用し、業務改善を推進していく。

○昨年より増加しているが外国をルーツに持つ生徒や様々な家庭
事情を抱えた生徒がいる中での数値であるため対策を講じつつ、
増加しないように努めてほしい。
○昨年より増加しているが、社会に出て欠席や遅刻の連絡をきち
んとすることも重要だと思う。４月から自転車のルールも改正さ
れるので、生徒によく説明してほしい。

⑭生徒の９８．２％が「ドリカムプラン」に満足している。生徒の実情を把握
し、生徒の興味関心を喚起するように計画の見直しや改善を行っていく。
⑮保護者の8８．６％が子どもの将来の志望について理解していると答えている｡
保護者と連携し、三者面談等の支援を実施していく。また、生徒の進路実現に向
けて、進路情報を適切に提供していく。

⑯生徒の７１％が自分の適性を理解していると答えている。自己理解を深める活
動の機会を増やすとともに、よりよい進路選択のために進路適性検査を有効に活
用していく。
⑰生徒の７６．４％が進路実現に向けて積極的に取り組んでいると答えている。
進路実現に役立つ内容を「進路の手引き」、「板高進路ニュース」に丁寧に分か
りやすく示し、生徒が積極的に取り組めるように支援していく。
⑱３学年の調査（１２月９日付）では、７２．７％であった。昨年度より低い。
生徒が主体的に進路実現できるように必要な情報を適宜提供するとともに、面接
練習や模擬試験を計画的に実施し、個別支援をより一層充実させていく。

○目標値を大きく上回る結果となっているのは、生徒の実態に応
じた指導が計画的に進められている成果である。
○ドリカムプランに満足している生徒がとても多く、キャリア教
育が充実していてよい。
○とても高い達成度で先生方の努力の結果だと思います。
○ドリカムプランでは、子供達の将来について、話し合うことは
すばらしい。

○学年ごとに生徒の実態が違うので数値だけの比較では何とも言え
ないが、学びの先にある自分の生き方について考えイメージさせる
ことで学習に取り組む姿勢が前向きになっていると思う。
○一人一人の生徒の要望に寄り添うようにして、進路相談をしてほ
しい。
○体験学習など、自分の適性を理解する活動の機会があるのはよい
と思う。
○地元で働く板高生たちが町に残り、地元をこれから支える労働力
になると思います。
○自己評価がCなのが残念です。進路実現に向けて、特に３年生に
なる前に目標をを決めて頑張ってほしいです。
○生徒自身が適性を理解し、目標に向けて頑張ってほしい。


